
の
坐
為
必
父
記
事

国
門

平
成
五
年
七
月
二
十
四
日
、
北
海
道
医
史
学
研
究
会
が
発
足
し
た
。

本
道
に
お
け
る
医
史
学
研
究
は
昭
和
六
十
一
年
に
「
札
幌
医
史
学
研
究

会
」
が
設
立
さ
れ
、
研
究
家
の
交
流
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
例
会
を
重

ね
る
う
ち
に
全
道
的
な
組
織
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、

吉
田
信
（
道
医
会
長
・
日
医
理
事
）
・
島
田
保
久
（
札
医
副
会
長
）
と
札
幌

医
史
学
研
究
会
幹
事
等
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
設
立
総
会
に
は
五
十
三
名
（
入
会
申
込
者
六
十
二
名
）
が
出
席
し
た
。

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
日
本
医
史
学
会
蒲
原
宏
理
事
長
の
祝
辞
を
頂

い
た
こ
と
（
酒
井
シ
ヅ
先
生
代
読
）
記
念
講
演
（
歴
史
か
ら
み
た
患
者
と
医

療
者
）
に
酒
井
シ
ヅ
教
授
を
お
迎
え
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

北
海
道
医
史
学
研
究
会
役
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

会
長
吉
田
信
代
表
幹
事
島
田
保
久
幹
事
上
埜
光
紀
・
上

田
智
夫
・
遠
藤
正
之
・
笠
井
行
雄
・
片
岡
是
充
・
方
波
見
康
雄
・
高
下

泰
三
・
多
米
豊
・
津
田
晴
美
・
山
岸
喬
・
牧
田
憲
太
郎
・
長
瀬
清
・
藤

田
平
治
郎
・
沢
田
守
・
横
田
一
郎
監
事
浜
本
淳
二
・
吉
沢
逸
雄
相

談
役
犬
山
征
夫
・
菊
地
浩
吉
・
千
葉
峻
三
・
中
川
昌
一
・
並
木
正
義
。

北
海
道
医
史
学
研
究
会
設
立
総
会

本
間
行
彦
顧
問
小
竹
英
夫
・
酒
井
シ
ヅ
・
珠
玖
捨
男
・
松
木
明
知

な
お
、
十
二
月
四
日
に
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
所

長
・
大
塚
恭
男
先
生
を
お
迎
え
し
て
「
古
方
派
医
学
の
伝
統
」
と
い
う

演
題
で
学
術
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

（
島
田
保
久
）

「
高
松
宮
記
念
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
」
の
開
設

「
高
松
宮
記
念
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
」
（
以
下
「
資
料
館
」
）
は
、
藤
楓

協
会
（
ハ
ン
セ
ン
病
救
護
事
業
団
体
、
故
高
松
宮
殿
下
は
初
代
総
裁
）
の
創

立
四
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。

「
資
料
館
」
に
展
示
さ
れ
て
い
る
資
料
の
す
べ
て
は
、
ハ
ン
セ
ン
病

の
高
さ
に
多
大
な
感
銘
を
受
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

特
定
な
疾
患
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
は
、
今
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
う
る

さ
い
が
、
「
資
料
館
」
の
存
在
は
そ
の
警
鐘
と
し
て
意
義
あ
る
も
の
と
確

信
す
る
。
（
運
営
委
員
会
・
成
田
稔
）

鱸購瀧蕊溌溌蕊欝蕊蕊騨

を
め
ぐ
る
偏
見
と
差
別
の
具
現
と
し
て
、

患
者
自
身
が
意
味
づ
け
た
が
、
療
養
所
と

は
名
ば
か
り
の
頃
に
、
患
者
が
患
者
を
看

取
っ
た
不
条
理
や
、
懲
戒
検
束
規
定
を
悪

用
し
た
非
人
道
的
な
重
監
房
拘
禁
な
ど
の

無
惨
さ
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

こ
れ
ほ
ど
の
限
界
状
況
に
置
か
れ
な
が
ら
、

絶
望
を
超
え
て
生
み
出
さ
れ
た
数
多
の
芸

術
作
品
を
前
に
し
て
、
見
る
人
は
そ
の
質

(135)595



一
、
は
じ
め
に

看
護
の
本
質
と
は
何
か
を
探
究
す
る
場
合
の
一
つ
の
手
が
か
り
と
し

て
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
看
護
思
想
を
分
析
す
る
と
い
う
手
法
が
あ
る
。

彼
女
の
著
書
「
看
護
覚
え
書
」
に
は
看
護
の
基
本
的
な
原
理
と
し
て
、

新
鮮
な
空
気
、
水
、
採
光
、
暖
か
さ
、
静
か
さ
、
適
切
な
食
事
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
、
中
世
以
来
の
輿
。
Ｃ
回
国
煙
Ｅ
国
辰

と
い
う
用
語
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
思
想
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
こ

の
ｍ
買
巨
○
口
目
自
国
房
と
は
、
六
つ
の
衛
生
条
件
と
い
う
ほ
ど
の
意
味

で
、
そ
の
内
容
は
空
気
、
運
動
、
睡
眠
、
飲
食
、
排
泄
、
情
動
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
現
実
的
に
人
間
の
健
康
ま

た
は
病
気
を
決
定
す
る
因
子
で
あ
る
。

〈
所
在
地
〉
東
京
都
東
村
山
市
青
葉
町
４
．
１
．
昭
〈
交
通
〉
西
武
池
袋

線
清
瀬
駅
よ
り
久
米
川
駅
行
バ
ス
、
ま
た
は
西
武
新
宿
線
久
米
川
駅
よ
り
清
瀬

駅
行
バ
ス
に
て
多
摩
研
前
下
車
〈
開
館
日
時
〉
月
・
金
曜
日
及
び
祝
祭
日
を

除
く
毎
日
、
午
後
一
時
よ
り
四
時
ま
で
〈
入
場
料
〉
無
料

｜
例
会
抄
録

中
世
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
衛
生
思
想
里
×
弓
．
司
言
団
訂

と
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
看
護
思
想
に
つ
い
て

平
尾
真
智
子

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
他
に
も
ア
メ
リ
カ
の
看
護
実
践
家
ヘ
ン
ダ
ー
ソ

ン
や
ロ
ィ
の
看
護
理
論
、
そ
し
て
看
護
の
方
法
と
し
て
の
基
礎
看
護
技

術
の
内
容
の
構
造
を
分
析
し
て
み
る
と
、
貢
ご
○
ご
己
胃
昌
巴
の
の
考
え
方

に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
の
買
口
○
コ
巨
昌
昌
巴
⑳
に
つ
い
て

の
研
究
は
、
看
護
の
本
質
の
探
究
に
つ
な
が
る
重
要
な
意
義
を
も
つ
と

い
シ
え
る
。

二
、
叩
買
巨
。
ロ
ロ
釦
冒
邑
切
の
ル
ー
ツ

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
治
療
の
中
心
は
、
食
事
そ
の
他
の
こ
ま
か
い
配
慮

に
基
づ
く
養
生
法
に
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
彼
は
技
術
的
な
治
療
を
無
視

し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
養
生
法
に
は
注
意
を
怠
ら
な
け
れ
ば
、
彼
が

人
の
本
性
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
自
然
治
癒
力
が
発
動
し
て
病
気
は
回
復
に

向
か
う
と
い
う
の
が
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
医
学
の
軸
を
な
す
考
え
方
で
あ

っ
た
。そ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
医
学
を
学
ん
だ
ガ
レ
ノ
ス
は
、
健
康
と
病
気

と
そ
の
中
間
の
状
態
を
必
然
的
に
維
持
す
る
原
因
と
い
う
も
の
を
考
え
、

そ
れ
ら
を
適
度
に
あ
た
え
る
こ
と
が
健
康
で
あ
り
、
不
適
切
に
与
え
る

こ
と
が
不
健
康
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
ロ
○
口
ロ
呉
昌
巴
の
は
ガ
レ
ノ
ス

の
著
書
『
医
術
」
、
「
健
康
の
保
持
に
つ
い
て
』
、
『
初
心
者
の
た
め
の
脈

拍
の
本
』
の
な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

ア
ラ
ビ
ア
中
世
の
医
学
で
広
く
用
い
ら
れ
た
ョ
ハ
ン
ニ
チ
ウ
ス
の
『
ガ

レ
ノ
ス
の
小
治
療
学
入
門
』
の
内
容
は
、
医
学
は
理
論
と
実
践
と
か
ら

な
り
、
こ
の
う
ち
の
理
論
は
、
ご
四
目
国
一
的
（
生
理
学
）
、
ロ
○
ご
ロ
四
目
国
一
ｍ

（
衛
生
学
）
、
８
昌
国
口
禺
目
巴
の
（
病
理
学
）
か
ら
構
成
さ
れ
、
実
践
は

己
○
口
ご
呉
昌
巴
の
の
六
つ
の
こ
と
が
ら
の
調
整
、
薬
物
、
外
科
か
ら
な
っ
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